
井上円了没後100周年記念講演会

「長岡が育んだ哲学者・妖怪博士　井上円了」

新潟県立歴史博物館　田遽　幹

維新期における長岡の教育と井上円了

本論の目的

長岡における明治初頭～10年頃（円了が長岡にいたころ）の教育の様子を概観

しつつ、そこで円了が見たもの、円了のその後に与えた影響について考察・紹介

する。

（1）円了、漢学を学ぶ
・真宗僧侶としての教育：安政5年、井上円了、越後国長岡藩西組浦村の真宗大谷

派慈光寺に生まれる。父円悟から真宗僧侶として教育を

受ける。

・石黒思惑に学ぶ：石黒思惑、幕臣、佐久間象山に学ぶ。幕府の医学所を卒業、

句読師。のち軍医総監。片貝村で塾を開く。

・木村鈍椴に学ぶ：木村鈍椴、長岡藩儒者、崇徳館都講。

当時の情勢：戊辰戦争前後の混乱にともないそれまで幕府や藩に庇護されてい

た知識人たちが野に下り、地方名望家の庇護のもとに局地的に郷村の教育が充

実する時期。

⇒旧藩校流（武士流）の高度な教育が一部の郷村に波及する時期。

〇円了の様子　【資料1】襲常詩稿「慈襲雑吟」

【資料2】履歴書　西洋事情・学問勧など福沢の思想にも触れる
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（2）円了、洋学（英学）を学ぶ

①明治6年5月　高山楽群社へ　栗原氏（丹波の人、詳細不明）より英語の初歩を
「授業」

〇円了の様子　【資料3】襲常詩稿「夏日致高山洋学校策」

前掲【資料2】履歴書

②明治7年5月　新潟学校第一分校（長岡洋学校）へ

i、長岡洋学校、概要
・戊辰戦争で敗れた長岡藩は、藩復興の第一に人材育成を掲げる（小林虎三

郎の『興学私擬』、米・百俵）
・明治2年、国漢学校（藩営）を創設。洋学局・医学局などを併設

・明治4年、廃藩置県により廃校。明治5年、三島億二郎を学校掛として長

岡洋学校を設立（柏崎県の認可）。旧長岡藩士で慶應義塾の学頭であった

藤野善蔵を教師に招聴。

※当時、全国でもトップレベルの洋学校

厳格な藤野の教育方針、三島らの後援＝福沢の理想形に近い

丑、県令楠本正隆による洋学校の合併一新潟学校第一分校
・明治5年、楠本正隆、県令として赴任。

・楠本県令、英学校を県の管轄に移し、明治6年、新潟学校として整備。

・明治6年6月、柏崎県、新潟県に編入、県内の英語教育振興を実現。新潟

学校を本校、長岡・柏崎・新発田・高田など県内各地の洋学校を分校とし

て整理統合を図る

⇒三島・藤野は当然、の反対　官からの一方的な押しつけに対する在野か

らの反対

藤野、契約を更新せず東京へ。三島辞任。ほかの教員も長岡学校を去る。

※「風紀緩み」（小西信八回想）

「一時寂英たる有様」（長岡学校沿革雑記）

→三島の復帰【資料4】

〇円了にとっての高山楽群社、新潟学校第一分校
・明治6年5月～8月『高山楽群社』についての記載は『履歴書』の読書記録のみ

・明瀞結5月　円了、新潟学校第一分校に入学【資料5】

洋学への期待⇒学校の混乱を目の当たりに

※円了の履歴の記載

『履歴書・読書録』（屈攫詩集）＝新潟学校第一分校・長岡洋学校
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『博士の略歴』（「故井上博士の略歴及著書」『哲学会雑誌』第389号＝長岡洋

学校

『円了茶話』＝長岡洋学校

○新潟学校第一分校と円了のその後
・県令が永山盛輝に替わり、洋学教育に関する政策も変わり、新潟学校から独立

仮学校、私立学校として開校
・円了、授業生に

・和同会を設立

まとめ．にかえて一円了の思想と長岡洋学校の混乱－

【仮説】
・高山楽群社は円了にとってあまり有意義とは認められなかったのでは？

・新潟学校第一分校時代、学校の混乱を目の当たりにしたのでは？

＝藤野の長岡洋学校への憧れ　【資料6】

二宮への強い反発の一因　　【資料7】

官による教育への干渉の失敗を体験＝官より民

『独立自活』二円了の教育理念のひとつ

【田邁先生プロフィール】

田遽　幹。1975年（昭和50年）宮城県生まれ。

東北大学大学院文学研究科博士課程前期修了。

2000年（平成12年）4月より新潟県立歴史博物館設立準備室。

2000年（平成12年）8月新潟県立歴史博物館開館に伴い、同館研究員（学芸員）。

同博物館で、資料の収集・整理・保管、調査研究、企画展の開催等にあたる。

担当した主な展覧会
・「絵葉書が語る近代」

・「博物館の怪談」

・「北前船」

・「戊辰戦争150年」等がある。
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